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文
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青
木
克
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１
 
期
日
 

20
20

年
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月
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日
（
土
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２
 
会
場
 
静
岡
県
立
三
島
北
高
等
学

校
 

３
 
日
程
 
①

10
:0

0～
12

:0
0 

 
研

究
発
表
会
 
閉

講
式
（
修
了
証

書
授
与
）

 

 
 
 
 
 
②

13
:0

0～
14

:3
0 

 
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

 

 
 
 
 
 
③

14
:3

0～
15

;0
0 

 
サ

イ
エ
ン
ス
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
の

紹
介
、
ア
ン
ケ

ー
ト

 

４
 
参
加
指
導
者
 
 
熊
野
善
介
、
山

本
高
広
、
増
田

俊
彦
、
青
木
克
顕
、
田
中
豪

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(三
島
北
高
等
学
校
）
齊
藤
浩
幸
、
北
川
裕
紀

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
受
講
生

6
人
 
 

保
護
者

8
人

 

５
 
研
究
発
表
（
午
前
）

 

１
 
熊
野
善
介
 
静
岡

S
T

E
M

ア
カ
デ
ミ
ー
代
表
挨
拶

  
 

２
 
進
め
方
に
つ
い
て
 
（
青
木

）
 

 
 

３
 
発
 
表

 
 

（
発
表

10
分
間
、
質
疑
、
意
見
交
換
、
評
価
記
入
）

 
 

 

４
 
講
 
評

 
 
熊
野
先
生
、
齊
藤
先
生

 
 

５
 
修
了
証
授
与

 
 

 

６
 
連
絡
、
ア
ン
ケ
ー
ト

 
 

 

 

 
 

 
＜
発
表
会
の
様
子
＞

 

 
 

 
N

.T
さ
ん

 

「
ベ
ニ
ク
ラ
ゲ
の
ひ
み
つ
」

 

H
.C

さ
ん

 

「
カ
メ
ラ

に
つ
い
て
」

 
修
了
証
の
授
与

 

    

発
表
者

学
年

研
究
テ
ー
マ

1
石
川
真
麻

小
５
の
り
の
か
が
く
の
秘
密

2
露
木
美
惟

小
５
金
魚
の
研
究

3
西
村
　
武

小
５
ベ
ニ
ク
ラ
ゲ
の
ひ
み
つ

4
星
川
千
景

小
６
カ
メ
ラ
に
つ
い
て

5
野
上
　
耀
　

小
６
貝
は
ど
ん
な
水
を
き
れ
い
に
す
る
の
か

6
中
田
幌
大

中
1
無
動
力
車
～
ど
の
条
件
で
走
ら
せ
た
無
動
力
車
が
一
番
進
む
の
か
？
～

 

６
 
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
午
後
）
「
生

き
物
と

S
T

E
M

に
関
す

る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
」

 

山
本

高
広
助
教
に
よ

る
「
ヘ
ッ
グ
ス
バ
グ
（

H
E

X
 

B
U

G
）
の
動
き
を

、
制
御
す
る
デ

ザ
イ
ン
を
考
え
、
作
る
」

 

と
い
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
初
め

に
、「

S
T

E
M

教
育
」
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
デ
ザ
イ

ン
・
プ
ロ
セ
ス
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
を

、
強
調
さ
れ
た
。

 

 
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
も
、
ヘ
ッ
グ
ス
バ

グ
と
昆
虫
の
動
き
と
を

結
び
つ
け
、「

デ
ザ
イ
ン
す
る
」
、「

作
る

」、
「
試

行
錯
誤
す
る
」、
「
改
善

す

る
」
プ
ロ
セ
ス

を
体
験
す
る
内

容
と
な
っ
た
。
な
お
、
今
回
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
は
、

20
18

年
の

S
T

E
M

研
修
の
際

に
、

T
h

om
as

 M
ea

gh
er

博

士
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
モ
デ
ル

S
T

E
M

授
業

を
参
考
に
つ
く
ら
れ
た

と
山
本
助
教
は
述
べ
て
い
た
。
さ
ら

に
、
日
本
の

子
ど
も
に
向
け
て
多
少

の
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
た
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

 

 
振
動
し
て
不
規
則
な
動
き
を
す
る
ヘ

ッ
グ
ス
バ
グ
を
、
い
ろ

い
ろ
な
素
材
を

利
用
し
て
動
き
を
制
御
し
、「

直
進

さ
せ
る
」
、「

回
転
さ
せ
る
」
、「

砂
利

を
多
く
運
ぶ
」
な
ど
の
課
題

に
取
り
組
ん
だ
。
最
後
は
、
相
撲
大
会
を
行
い
、

作
品
の

特
徴
に
つ
い

て
発
表
を

さ
せ
た
。
受
講

生
た
ち
は
大
変
高
い
関

心
を
示
し
、

意
欲
的
に

活
動
す
る
姿

が
見

ら
れ
た
。

 

７
 
サ
イ
エ
ン
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の

紹
介

 

 
熊
野
先
生
か
ら
、
静
岡

S
T

E
M

ア
カ
デ
ミ
ー
の
代
表
者
の
発
表
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た

。
ま

た
、
サ
イ
エ
ン

ス
ア
ゴ

ラ
に
つ
い
て

、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
通

し
て
視
聴
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で

、
ぜ
ひ
視

聴
す
る
よ
う

に
と

い
う
お
話
が
あ
っ
た
。

 

８
 
来
年
度
の
静
岡

S
T

E
M

ア
カ
デ
ミ
ー
三

島
会
場
に
つ
い

て
の
協
議

 

 
来
年
度
の
三
島
会
場
の
運
営
に
つ
い

て
意
見
交
換
を

行
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
お
よ
そ
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

  
 

９
 
考
察

 

 
自
由
研
究
の
発
表
会
で
は
、

8
名
の
受
講
生
の
う
ち

6
名
が
発
表
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で

き
た
。
し
か
し
、

調
べ

学
習

の
域

を
出

て
い

な
い

も
の

や
追

究
方

法
が

我
流
の
も
の
が
見
ら
れ
、
や
や
残
念
で
あ
っ

た
。
本
年

は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
が
あ
る
と
は

い
え
、
自
由
研

究
の
や
り
方
や
研
究
計
画
の
立
て
方
、
意
欲

の
継
続
等

に
つ
い
て
、
次
年
度
へ
の
反
省
材
料
と

な
っ
た
。

 

 
山
本
先
生
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、

S
T

E
M

教
育
の

的
を
射
る
大
変
良
い
内
容
で
あ
っ
た
と

思
う
。
昆
虫
の

体
や
動
き
と
、
技
術
を
結
び
付
け
る
バ
イ
オ

ミ
メ
テ
ィ

ク
ス
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
と
思
う

。9
0
分
と
い
う

時
間
の
中
で
、
授
業
の
目
的
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き

た
。

 

・
三
島
で
は
、
斎
藤
浩
幸
氏
を
長
と
し

て
、

S
T

E
A

M
の

N
P

O
を
立
ち
上
げ
る
。

 

・
三
島
会
場
の

S
T

E
M

教
室
に
つ
い
て
は
、

東
部
地
区
の
小

中
高
校
の
先
生
方
で
指
導
（
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ

等
）

を
行
う
。

 

・
購
入
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
静
岡

S
T

E
M

ア
カ
デ
ミ
ー

（
静
岡
大
学
）
を
通
し
て
行
う
。

 

・
講
師
謝
金
等
に
つ
い
て
も
、
本
年
度

と
同
じ
形
を
と

る
。

 

・
静
岡
大
学
よ
り
、

1
名
を
毎
回
派
遣

す
る
。

 

= 143 =




